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【Abstract】The purpose of this study was to examine effect of the nutrition education 
on nutrient intake of male high school soccer players. Intakes of energy, protein, fat, 
carbohydrate, calcium, iron, and vitamin B1 after nutrition education were 
significantly higher than intakes before nutrition education. Intakes of cereals and 
milks after nutrition education were significantly higher than intakes before nutrition 
education. The results of the present study suggest showing the standard that subjects 
understood easily leads to an increase in the intake of food that is easy to intake 
relatively, like cereals and milks. 
















高校 1年生と 2 年生の同時期に行い、その間に栄養教育を実施した。今回は 1 年生時の食
事調査の結果より摂取エネルギー量が 3000kcal 未満であった 20名をピックアップした。 





値は教育前（1年生）と教育後（2 年生）の 2 群に分け、平均値±標準偏差で示した。教




エネルギー（kcal） 2489 ± 259 3114 ± 627 *** 3100
たんぱく質（g） 74.4 ± 10.7 93.6 ± 20.8 *** 100
脂質（g） 78.3 ± 15.0 102.8 ± 32.6 ** 85
炭水化物（g） 357.6 ± 55.4 434.9 ± 90.5 ** 480
カルシウム（mg） 388 ± 178 512 ± 205 * 800
鉄（mg） 6.3 ± 1.1 8.1 ± 2.2 *** 9.5
ビタミンA（μ gRE） 357 ± 148 555 ± 682 900
ビタミンＢ1（mg） 1.00 ± 0.30 1.27 ± 0.44 * 1.7
ビタミンＢ2（mg） 1.20 ± 0.71 1.36 ± 0.45 1.9
ビタミンＣ（mg） 88 ± 76 92 ± 55 100
食物繊維（g） 10.3 ± 2.7 11.8 ± 3.1 19
食塩（g） 10.2 ± 1.4 12.3 ± 2.4 ** 9.0未満
















加していなかった。乳類は栄養教育の場面でも「牛乳を 1 日 2杯」といったように目安量
が対象者にとって理解しやすく、家庭で用意されていれば摂取もしやすい食品であるが、
野菜や藻類は何らかの調理過程が必要であるため、対象者が簡単に摂取できる食品ではな
い。よって、特に野菜や藻類などの食品に関しては、対象者には積極的に食べるという意
識づけが必要だが、保護者に対し、家庭にて取り入れやすい具体的な提案を行っていく必
要がある。 
 本研究の結果より、穀類や乳類のように、毎食摂取する、調理過程が必要ないなどの摂
取しやすい特徴をもった食品は、対象者が理解しやすい目安を示すことで摂取量の増加に
つながることが示唆された。今後は、野菜や藻類、果実類などのビタミンやミネラルを含
む食品について、摂取量増加につながるような具体的かつ現実的な方法を対象者とともに
考え、保護者との連携もとれるように介入を行っていく必要がある。 
